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ソフトウェアの基本構成2
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回のテーマは、ソフトウェア (software)　です。英語のsoftwareは非可算名詞です。パーソナルコンピュータを考えましょう。パーソナルコンピュータは、基本ソフトウェアまたはオペレーティングシステムと呼ばれるソフトウェアを搭載しています。WindowsやMac OSです。スマートフォンもAndroidやiOSという基本ソフトウェアを搭載しています。様々なアプリケーション、例えばメールやWebのソフトウェアは、こうした基本ソフトウェアの機能を使っています。様々なソフトウェアに共通的な部分、例えばグラフィックなどは、ミドルウェア (middleware) として別になっていることがあります。



基本ソフトウェア
コンピュータを動作させる基本ソフト
ウェア

Operating System、言語プロセッサ
ミドルウェア

データベース、サーバープログラム
アプリケーション
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Operating Systemの役割と構造

タスク管理
タスクに資源を割り当てる
資源には「時間」が含まれる

デバイス管理
入出力、記憶装置、通信装置、割り込み

利用者管理
ログ管理
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オペレーティングシステムの役割について見ていきましょう。コンピュータは、見かけ上沢山の仕事(タスク、task)を同時に行っています。スマートフォンでWebを見ている間にも、新着メールが無いかを調べる、バッテリーの残量をチェックするなど、いろいろなことをしています。こうしたタスクを管理し、とくに各タスクに資源を割り当てるという仕事をオペレーティングシステムはしています。資源には、メモリだけではなく、時間も含まれています。どのタスクにいつ、どれだけの資源を割り当てるかを制御しているのです。コンピュータには、様々なデバイス、つまり周辺の装置がついています。パーソナルコンピュータであれば、マウスやキーボード、ディスプレイ、ディスク、ネットワークなどです。これらにも、資源を割り当て、データの出し入れをします。スマートフォンだとあまり意識しないかもしれませんが、パーソナルコンピュータでは、ログイン認証をしますね。多くの人が共同でつかうものであれば、IDとパスワードを使った認証があります。利用者を特定し、その利用者の権限に応じた資源を割り当てるのもオペレーティングシステムの仕事です。そして、だれがログインした。いつ、OSのアップデートをした。外からログインを試みて失敗した者が居る、などの記録をとるのもオペレーティングシステムの役割です。



アプリケーションとのインターフェー
ス (API)
計算、デバイス

ユーザーとのインターフェース
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンピュータ上のアプリケーションは、ハードウェアの機能を直接使って書かれていません。オペレーティングシステムの機能を使っています。そこで、オペレーティングシステムの機能を、アプリケーションから呼び出すための口、API (application programming interface)と呼びます。当然、ユーザもオペレーティングシステムと直接話すことができます。例えば、時刻を調べる、ディスク容量を調べる、オペレーティングシステムのバージョンを調べるなどのインターフェイスがあります。



OSの構造6
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オペレーティングシステムの構造のイメージの図です。色を塗っている部分がオペレーティングシステムです。中心にはkernel (カーネル) という中核部分があります。そのkernelを操作するAPI、デバイスを制御するdevice driver、OSそのものが持つアプリケーションなどがあります。shell、貝殻のことですね、とはOSの外側の部分で、おもにユーザが操作するインターフェースのことです。あとで例を見ましょう。



主要なOS

Windows
サーバ用のWindows ServerというOSもある

MacOS
Apple社のMacで稼働

 Linux
サーバ類で使われる

スマートフォンのOS
 iOS、Android
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このシートは、現在使われているオペレーティングシステムの例を示しています。WindowsはMicrosoft社が製造しているOSです。パーソナルコンピュータで動いていますね。サーバ用のWindows ServerというOSもあります。Apple社のMacで動いているOSがMacOSです。こちらもサーバがあります。Linuxは、Windowsが稼働しているOSと同じハードウェアで動作するOSです。現在では、サーバ類でもよく使われています。スマートフォンでは、iOSやAndroidがよく使われています。非常に大きなコンピュータや、様々な機器に内蔵している小さなコンピュータでは、独自のOSが動いていることがあります。



ファイル構造

rootからの木構造
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
OSが管理している資源のなかにファイルがあります。ワードのファイル、エクセルのファイルなどユーザが作るファイルばかりではなく、ワードなどのアプリケーションもファイルで構成されています。ファイルは、フォルダ (folder) またはディレクトリ (directory) というまとまりになっています。それらをroot folderを根とする木の形で整理しています。自分のパーソナルコンピュータで確認してみましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Windowsの「エクスプローラー」を起動すると、このシートのような画面になりますね。左の「Local Disk」というのクリックすると、rootの部分に行くことができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「Local Disk」を開けてみたところです。下のほうに「Windows」というディレクトリがありますね。これがOS関係のファイルがある場所です。不用意に触るとコンピュータが動かなくなります。真ん中あたりの「Program Files」には、インストールしたアプリケーションが入っています。下のほうにある「ユーザー」の下には、各ユーザのファイルがあります。



Middleware

OSが持っていない、アプリケーショ
ンに共通的な機能

例えば
データベース
Webサーバ

OSの差を吸収する利点もある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
OSにどこまでの機能を盛り込むかはOSの設計に依存します。かってはインターネットの機能は、OSにはなく、外付けしましたが、今では標準です。このようにOSの機能も時代とともに変化しています。OSには入っていないが、アプリケーションが共通的に必要とするものをミドルウェア (middleware) と呼びます。例えば、サーバ用のOSでは、データベースやWebサーバなどをミドルウェアとしてインストールしています。例えばWebサーバとして広く使われているものにApacheがあります。複数のOS上で稼働します。Apacheを想定したWebのアプリケーションは、異なるOSでも大きな変更をする必要がなくなります。このようにミドルウェアがOSの差を吸収するという利点もありｍす。



CUIとGUI：
Character User Interface

コンピュータ操作の基本
GUIが使えない場合に必須

Windowsのコマンドプロンプト
Linuxのターミナル
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、コンピュータと人とのインターフェイスについて考えましょう。人がコンピュータを操作する際のインターフェースには、大きく分けてCUIとGUIの二種類があります。CUIとはCharacter User Interfaceのことです。つまり、文字をタイプして命令を送り、その結果が文字で戻ってくるインターフェースです。皆さんはあまり使うことがないと思います。しかし、ちょっと使えると便利ですよ。WindowsやMac OSにもCUIがあります。Linuxにも、もちろんあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、Windowsのpower shellのイメージです。ここに、shellという言葉が出てきましたね。ユーザはコマンド（命令）をタイプして、OSからの応答を見ることができます。ここでは、ファイルの一覧を表示しています。CUIは、いちいちタイプをしないと使えないのですが、逆の見方をするとマウスを触らずに操作できます。一連の操作をファイルに書き込み、それを一期に実行することもできます。



CUIとGUI：
Graphical User Interface

2次元画面の直感的インターフェイス
表示

テキスト、イメージ、アイコン
操作

マウスによるもの
ボタン、スライドバー、チェックボック
ス
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GUIとはGraphical User Interfaceのことです。皆さんが馴染んでいる、2次元画面の直感的なインターフェースです。テキストだけでなく、イメージやアイコンを表示します。操作は、マウスなどを使って、必要な場所を操作する、例えばボタンを押すことで行います。



WYSIWYG

What You See Is What You Get
今見ているものが、結果に直接反映さ
れる

例：ワードプロセッサ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GUIがコンピュータの世界に入ってきたときのスローガンの一つに、WYSIWYGというのがありました。What you see is what you getの頭文字をとったものです。今、画面で見ているものが、印刷するとそのまま紙に出てくる。そういうイメージです。



UI (User Interface) とUX (User 
Experiences)

UX：利用者がシステム内で感じる経
験
利用者は何をしたいのか？
分かりやすい操作感
目的を達するまでの工数

良いUXを実現するためのUI
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、UXという言葉を紹介しましょう。User Experiencesの略です。皆さんのほとんどは、情報システムを使う側になるでしょう。使いにくいシステムは、どうして使いにくいのでしょう。その原因の一つに、UXが十分に考えられていないことがあります。利用者は、そのシステムで何をしたいのか？説明を受けなくても操作できるか？目的を達成するまでの工程が適切か？これがUXです。思い当たることがあるでしょう。システムの開発者はシステムの論理で考えがちです。UXの視点が弱いと、システムの論理が前面に出てしまい、ユーザからは使いにくものにあるおそれがあります。ボタンの配置、ボタンの文字列、画面遷移などのUIは、良いUXを提供するための道具なのです。
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